
Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

障 害 科学研 究，35，65− 78，2011

資　料

盲幼児の 日常生活動作獲得の発達的特徴 に関する研究

　　　　 食事 ・着脱衣 ・清潔領域に お ける視点か ら一

枡見瑛莉佳
＊ ・

佐島　　ge”

　盲児は視覚的模倣が 困難 なこ とか ら、 日常生活動作 の 獲得が遅 れ る こ とが指摘 さ れ

て い る。本研究に お い て は、盲幼児の 日常生 活動作獲得にお ける発達的特徴 を明 らか

に する こ とを 目的とした。対象は盲学校幼稚部に在籍す る盲幼児19名の 保護者で あ っ

た 。 その 結果 、 盲幼児の 日常生活動作の 獲得過程 は健常児 と異 なる特徴を示 した 。 す

なわち、 コ ッ プの 使用な ど動 きの 方向性が わか りや すい 動作におい て は獲得が良好で

あ っ た が 、顔を洗 うなど道具 を用 い ず動作 自体を獲得する必要が ある動作 の 獲得にお

い て は困難を示 した 。 また 、食前食後の 挨拶 な ど 、 その動作の 意味や 目的を生活場面

の 文脈の 中で他児や 周囲の 大人の 様子 を見 なが ら生活習慣 と し て獲得 して い く動作 に

も困難 さが見 られ た 。 以上 の 結果か ら、盲幼 児の 日常生活動作の 指導は 、 獲得過程の

特徴に応 じて 行 うこ と、お よび盲幼児の 手を取 っ て その 動 きを丁寧 に教える こ とが重

要 であ るこ とが示唆され た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：盲幼 児　 日常生活動作　発達的特徴

1　 序　文

　日常生活動作は、津守式乳幼児精神発達診断

法 （津守 ・稲毛，1961）や 遠城寺乳幼 児分析的

発達検査 法 （遠城寺，1967）な どの発 達検査 を

構成する 下位領域 とされ 、 乳幼児期の 主要な発

達領域の
一

つ で あ る とともに 、 他 の 諸機能の 発

達 とも関連が 深 い （細村 ，
1993）。また 、基 本

的生 活習慣 として の 日常生活動作 の 育成は、自

立 的 ・主体的 に生活世界 を拡大 し、社会性を育

成す る点か ら も、保育上 きわめ て 重視する必 要

が あ り、 幼児期に 確実に 身に つ けて お くこ とが

重要で ある （谷 田貝 ・高橋，2007）。 細村 （1993）

は、健常児 の 日常生活動作 は 1〜 2 歳にか けて

急速 に発達 し、 3歳 まで に か な りの 拡充が 行わ

れ 、 単に 技能が発達する だ けで は な く、行動す
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る 中で 社会的行動基準を取 り込ん で い く過程で

もあ る と述べ て い る 。 した が っ て 、盲児 におい

て も、幼児期 か らその 障害特性 に応 じた系統的

な指導が 重要であ る 。

　さて 、 日常生 活動作は視覚障害児に と っ て 獲

得が 困難 とされ る発達領域で あるこ とが これ ま

で指摘 されて きた （五 十嵐 ， 1971， 1991）。 盲

幼 児の 日常生 活動作発 達 の 特徴 に つ い て 五 十

嵐 ・青 山 ・藤野 ・大塚 （1972）は 、   盲幼児の

身辺処理能力は晴眼児と比較 して 、各年齢帯 ど

の 年齢段 階に お い て も低い 発達段階 に とどま

り、   3 歳以 降個人差が大 きくなる こと、  盲

幼児の 身辺処理能力の 遅 れ は発達の 初期段 階で

すで に現れ 、   3 歳代 に急激 に上昇 し、 4歳以

降に ほ と ん ど発達が み られ な い こ と、  「完全

自立」の段 階に 達する の が 困難で 、「部分介助」

や 「不完全 自立」の 段階 に と どま りが ちで ある

こ と、  盲幼児 は 、 身辺処理 の 中で も手の操作
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を必要 とする項目にお い て遅れ が著 し く、そ の

ため に 「食事」、「衛生」 の 領域 の 能力が低 い こ

と の 6 点 を挙 げて い る 。 さ らに 、 山本 ・岩田

（1971）は 、 「探索操作」、「社会」、「食事」の 領

域 に お い て 発達 の 遅 れが 著し い こ とを明 らか に

して い る 。

　こ の ように、視覚障害児が 日常生活動作の 発

達の 遅 れ を示す要因 と して 、 視覚的模倣の 困難

さが 指摘 され て い る 。 た とえば佐藤 （1974）は 、

視覚的模倣 の 困難 さと発達 との 関連 に つ い て

は 、 動作や 行動 を学習す る場合、視覚的模倣に

よる こ とが非常 に多い ため 、視覚的模倣の で き

な い 盲児はそれ らの 学習が困難に なる こ とが多

い こ とを指摘 し て い る 。 また 、 五 十 嵐 （1993）

は 、 晴眼児の 場合 は模倣 に よ っ て 自発的に習得

する 動作や 技術 を視覚障害児は大人か ら
一

つ ひ

と つ 教 え られ なけれ ば な らな い と指摘 し て い

る 。 さらに 、 佐島
・小林 （2006） は 、 盲児は視

覚的模倣が で きな い た め、晴眼児が視覚的模倣

で 経験で きる事柄 を体験 によ っ て学ぶ こ とが で

きる よう準備する こ とが必要 となる こ とを指摘

して お り、視覚的動作模倣は 盲児 の 発達 にお い

て 晴眼 児と の 差異が大 きく現れ る側面の
一

つ で

ある 。 したが っ て 、 盲児の 日常生活動作の 指導

お い て は 、 視覚的動作模倣が 困難 な視覚障害児

の 特性に 応 じて指導方法 を工 夫 し、 幼児期 か ら

系統 的に きめ細 か な指導を行 うこ とが重要で あ

る 。

　
一

方、視覚障害児は
一

般 に 日常生活動作 の 獲

得が 遅れ る とされる もの の 、 個 々 の 日常生活動

作は視覚に頼らず と もその 動作が わ か りや す い

か ど うか と い っ た特徴 に よ っ て 、視覚障害児 に

と っ て獲得 が困難な動作 と容易 な動作があ り、

その 獲得の順序性は健常幼児の 発達過程 とは異

なる と考え られ るが 、そうした視点か ら詳細 に

検討 した研究は見当た らな い 。

　そ こ で 、本研 究 で は 、 先行研 究 （五 十 嵐 ，

1971 ；五十嵐 ら，1972；山本 ら， 1971）にお い

て 特 に遅 れが指摘 され て い る 「食事」、 「着脱

衣」、 「清潔」に焦点 をあて 、健常児 の 発達 にお

ける 最新の 研究で ある谷 田貝 ら （2007）の 健常

児を対象 とした調査結果 と比較 し盲児の 日常生

活動作の 発達的特徴 を検討 し、 視覚障害児の 日

常生活動作獲得の ための個 に応 じた指導に関す

る基礎的な資料を得るこ とを 目的 と した 。

皿　方　法

　 1　 保護者 へ の面接調査

　（1）対象 ：

　 日常生活に お い て主 に触覚 を活用 し、 もの の

出し入れ を し て 遊ぶ こ とがで きる程度の 発達水

準に ある 盲幼児 19名の 保護者を対象 と した 。 盲

幼児の 年齢範 囲は 4 歳 1 ヶ 月か ら 6 歳 7 ヶ 月で

あ り、平均 5歳 1 ヶ 月で あ っ た 。 視力 は、全盲

が 7 名、光覚が 6 名 、 手動弁が 3名、0．01が 2

名 、 0．03が 1 名で あ っ た 。

　 （2）調査項 目 ：

　　  基本属性　対象児の 基本属性の 把握の た

め 、性別、生年月 日、診断名お よ び 生育歴 、独

歩の年齢、理 解言語 、 表出言語、その 他 日常の

様子に つ い て 質問 した 。

　　  質問項 目　谷田貝 ら （2007）の 健常児 を

対象と した 日常生活動作に関す る調査項 目を参

考 に、「食事」、「着脱衣」、 「清潔」 に関する 38

項 目の 質問を行 っ た 。 具体 的な質問項 目と、谷

田貝 らに よる 60％通過年齢はTable　1 に示 した 。

また 、 項 目名 からで は達成基準が 明確で な い も

の につ い て は 、 達成基準を以下 に示 した 。

　　 ス プ
ー

ン と茶碗 ：利 き手で ス プー ン を用

　　 い なが ら、 もう一方 の 手 で茶碗 を持ち上

　　 げて使用す る こ とが可 能で あるか 。

　
・一人 で食 べ る ：食事にお い て 、 大人 の 手

　　伝 い な しに
一

人で 食 べ る こ とが 可能で あ

　 　 るか。

　 ・箸 と茶碗 ：利 き手で 箸 を用 い なが ら、も

　　 う
一
方 の 手 で 茶碗 を持 ち上 げて 使用す る

　　 こ とが可能で あるか 。

　
・靴 の 着脱 （留め金 をと め る）：サ ン ダル よ

　　 うに ボ タ ン 等の 留め 金が付 い た靴 の 着脱

　　 が可 能で ある か 。

　 ・顔拭 き ：顔洗 い 後 の 顔 を タオ ル で 拭 く動

　　作 と、顔洗 い の 代 わ りに濡 れ タオ ル で 顔
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Table 　1　 保護者へ の 質問項 目

領域 質問項目 健常児の 60％ 通過年齢

食事

着脱衣

清潔

自分で 食べ ようとする

コ ッ プの 使用 （自分で持つ ）
ス プーン の使用

食前食後の 挨拶
コ ッ プ の 使用 （こ ぼ さない ）

ス プー
ン と茶碗

一
人 で 大体こ ぼ さず食べ る

一
人で食べ る

箸 を持 っ て 食べ る

箸と茶碗

箸を正しく持つ

脱 こ うとする

着 よ うとす る

帽子 の 着脱 （完全 自立）

靴の着脱 （
一

人 で は く）

パ ン ッ を は く （
一

人で は け る）

袖 を両方とも正 しく
一

人 で とおす

前ボ タ ン を一人で か ける

靴下 の 着脱 （完全 自立）

靴 の着脱 （留め金をとめる）

前ス ナ ッ プを
一

人でかける

脇ボ タ ン

袖ロ ス ナ ッ プ

肩ボ タ ン

袖ロ ボ タ ン

後 ス ナ ッ プを
一

人 で かける

後 ボ タ ン を
一

人 で か け る

靴 の 着脱 （靴紐 の 花結び）

就寝前 の 歯磨き

うが い の 自立

手 を洗 う

顔拭 き

食前の 手洗 い

石鹸を使 っ て 手 を洗 う

顔洗 い

鼻をかむ

髪 を とか す

朝の歯磨き

0660060660611122233345〜

＝
〜

＝
〜

＝

＝

6006606006001

ー

ユ

ー

223335

0066066660060600622223333345566777〜

二
〜

＝

二

＝

＝
〜

二

＝

6600600006606066011222333334556667

66666000661222234444〜

＝

二

＝
〜

＝

00000666001222223344

　　 を拭 く動作 の 両方にお い て 、顔全体 を拭

　　 くこ とが可能で あるか 。

　 （3）手続 き ：

　調査は面接法に よ っ て実施 した 。 各項 目につ

い て可能で あるか 、 実際の 様子、具体的に 工夫

して い る点な どに つ い て 自由回答 を求めた 。 ま

た、未経験の 項 目に つ い て は 「や っ てみ たと し

た らで きる と思 うか」 とい う点か らの 回答 を求

め た 。 面接 の 内容 は、了承 を得た後 、 全 て IC

レ コ ーダーによ っ て 録音 し、 逐語録を作成 した 。

皿　結 　果

　 1　 食事領域に お ける結果

　Fig，1は食事領域に お ける達成人数 を示 した
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Table　2　食事領域 に お ける未達成児 の 人数

未達成

項 目 60％通過年齢

　 　以 上

60％通過年齢

　　未満

　 自分で食べ よ うとする

コ ッ プの使用 （自分で 持つ 〉

　　 ス プ
ー

ン の 使用

　　 食前 食後 の 挨拶

コ ッ プ の 使 用 （こ ぼ さない ）

　　 ス プ ーン と茶碗
一

人で 大体 こ ぼ さず食べ る

　　　
一

人 で 食べ る

　　箸を持 っ て 食 べ る

　　　　箸 と茶碗

　　 箸を正 しく持 つ

1（5．3）
0（O．O）
1（5．3）
5（26．3）
1（5．3）
4（21．1）
4（21．1）
6（31．6）
10（52．6）
13（68．4）
10（52．6）

0（0，0）
0（0，0）
0（0．0）
0（0，0）
0（0．0）
0（0．0）
0（0．0）
0 （0．0）
0 （0．0）

0（0．0）
9（47．4）

人（％）

もの で ある 。 その 結果、「自分で 食べ よ うとす

る」が可 能で ある対象児 は全 19名 中18名 、 「コ

ッ プ の 使用 （自分で 持 つ ）」 19名、「ス プ ーン の

使用」 18名、「食前食後の挨拶」14名、 「コ ッ プ

の 使用 （こ ぼ さない ）」18名 、 「ス プーン と茶碗」

15名、「
一

人で大体 こ ぼ さず食べ る」 15名、「一

人 で 食べ る」 13名 、 「箸 を持 っ て 食べ る」 9 名、

「箸 と茶碗」 6 名 、 「箸 を正 しく持 つ 」 0 名で あ

っ た 。 Fig．1中の 質問項 目は谷 田貝 ら （2007）

における健常児の 60％ 通過年齢の 低い 順 に示 し

て い る こ とか ら、健常児の 発達順序性 に従 えば

右 の 項目にな る ほ ど達成人数が徐 々 に少な くな

る 。 今回対象 と した盲幼児の 結果 も全体的 には

健常児 にお ける結果と同様の傾向を示した 。 特

に コ ッ プ は 全対象児が 自分で 持 っ て 使用す る こ

とがで きた 。

一方、「食前食後の 挨拶」に 関 し

て は健常児の60％ 通過が 同月齢 であ る 「コ ッ プ

の 使用 （こぼ さな い ）」よ りも 4 人達成人数が

少なか っ た 。

　Table　2 は 、 各項 目 に お け る未達成児 の 生 活

年齢 を、健常児の 60％通過年齢以 上 、60％ 通過

年齢未満に分けて示 した もの で ある 。 60％通過

年齢 に達 して い るが 未達成で あ っ た人数は 「自

分で 食 べ よ うとす る」で 1 名 （5．3％）、 「ス プ

　 （人）

　 　 20
　 　 18
　 　 16
　 　 14
人　 12
数 　 10
　 　 8
　 　 6
　 　 4
　 　 2
　 　 0

自
分
で

食
べ

よ

う
と
す
る

コ

ッ

プ

の

使
用
（
自
分
で

持
つ）

ス

プ
ー

ン

の

使
用

食
前
食
後
の

挨
拶

コ

ッ

プ
の

使
用
（
こ

ぼ
さ

な

い
）

ス

プ
ー

ン

と

茶

碗

人

で

大

体
こ

ぼ

さ

ず
食
べ

る

人

で

食
べ

る

箸
を

持
っ

て

食
べ

る

Fig．1　食事領域 に おける各項 目の 達成人数
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一 ン の 使用」 1 名 （5．3％）、 「食前食後の 挨拶」

5名 （26．3％）、 「コ ッ プの使用 （こぼ さない ）」

1名 （5，3％ ）、「ス プーン と茶碗 」4 名 （2L1 ％）、

「
一

人で 大体 こ ぼ さず食 べ る」 4 名 （21．1％）、

「
一

人で 食べ る」 6 名 （31．6％ ）、 「箸を持 っ て

食 べ る 」 10名 （52 ．6％ ）、「箸 と茶 碗 」 13名

（68．4°
／。）、「箸を正 しく持つ 」10名 （52．6％ ）で

あ り、 箸 の 使用 に 関す る 3 項 目 （「箸 を持 っ て

食べ る」、「箸 と茶碗」、「箸を正 し く持つ 」）に

お い て は半数を超えて い た 。

　保護者か ら の 自由回答に は、「箸が 2 本で 1

膳で ある こ と自体の 理解がで きて い ない 」、 「ス

プーン を使用す る際にす くう面の 表裏が わか り

づ らそ う」と い っ た もの が あ っ た 。 食事全体を

通 して 、 食事 に意欲的な盲幼児 は食事にお ける

自立 も良好で あ っ たが、食が細 い 盲幼児や あま

り食事 へ の 意欲が ない 盲幼児は 自分で食べ よ う

と しな い 、 す ぐに 食事の 手を止め て しまうとい

っ た回答があ っ た 。

　 2　 着脱衣領域 にお ける結果

　Fig．2 は着脱衣領域 に おける達成 人数 を示 し

　 　（人）

　 　 20

　 　 1B

　 　 16

　 　 14

　 　 12
人

数 　 10

　 　 8

　 　 6

　 　 4

　 　 2

　 　 0

た もの で ある 。 その 結果、「脱 こ うとす る」が

可 能で ある対象児は全 19名中19名、「着 よ うと

す る」17名 、 「帽子の 着脱 （完全 自立）」16名 、

「靴の 着脱 （一人で は く）」 14名 、 「パ ン ツ をは

く （
一

人 で は ける）」14名 、 「袖を両方と も正 し

く一人で とお す」 16名、「前 ボ タ ン を一人で か

ける」13名、「靴下 の 着脱 （完全 自立）」 8名、

「靴の 着 脱 （留め金 を とめ る）」 7 名、「前ス ナ

ッ プを一人でか ける」 12名 、 「脇 ボタ ン」 3名 、

「袖ロ ス ナ ッ プ」 3名 、 「肩 ボ タ ン」 0 名 、 「袖

ロボ タ ン 」 1 名、「後 ス ナ ッ プを一人でかける」

1 名 、 「後ボ タ ン を
一

人で か ける」 1 名、「靴の

着脱 （靴紐 の 花結び）」 o 名で あ っ た 。 Fig．2 中

の 質問項 目はFig，1と同様 に健常 児の 60％通過

年齢の低 い 順 に示して い る こ とか ら、 健常児 の

発達順序性 に従 えば右の 項 目に なるほ ど達成人

数が徐々 に 少 な くなる 。 今回対象 と した盲幼児

の 結果 も全体的に は健常児 における結果 と同様

の 傾向を示 した 。 た だ し 、 「靴下の 着脱 （完全

自立）」、「靴の 着脱 （留め 金を とめ る）」の 2項

目は 60％通過年齢が 「前ボ タ ン を一人でかける」
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Fig．2　着脱衣 に おけ る各項目の達成人数
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Table　3　着脱衣領域に お ける未達成児の 人数

未達成

項 目 60％通過年齢

　　以上

60％通過年齢

　　未満

　　　　 脱こ うとする

　　　　 着よ うとす る

　 　 帽子 の 着脱 （完全 自立）

　　靴 の 着脱 （一人では く）

パ ン ツ をは く （
一

人 で はける）

袖 を両方 とも正 しく
一

人 で とおす

　　前ボ タ ン を
一
人で か け る

　　靴下 の着脱 （完全 自立）

　 靴 の着脱 （留め 金 を と め る ）

　 前ス ナ ッ プ を一
人 で か け る

　　　　　脇ボ タ ン

　 　 　　 袖 ロ ス ナ ッ プ

　 　 　　 　 肩ボ タ ン

　　　　 袖ロ ボ タ ン

　 後 ス ナ ッ プを
一

人 で かけ る

　　後 ボ タ ン を
一

人 で か け る

　 靴 の着脱 （靴紐の花結び）

0（0．0）

2（10．5）
3（15．8）
5（26．3）
5（26．3）
3（15．8）
6（31．6）
11（57．9）
12 （63．2）
7（36．8）
14（73．7）
7 （36．8）
4（21．1）
3（15．8）
2（10．5）
2 （10．5）
0（0．0）

0（0，0）
0（0．0）
0 （0．0）
0 （0．0）
0 （0．0）
0（0．0）
0（0．0）
0（0．0）
0（0．0）
0（0．0）
2（10．5）
8 （42．ユ）
15 （78．9）
15（78．9）
16 （84．2）
16（84．2）
19（100．O）

人（％）

と同 じ 3 歳 0 ヶ 月か ら 3歳 6 ヶ 月で ある項 目で

ある に も関わ らず 、 「前ボ タ ン を一
人 でか ける」

と比 較 して 達成 人数 は 5 〜 6 人少なか っ た。一

方、「前ス ナ ッ プを一人で か ける」項 目の 達成

人数 は 12人と比較的多 く、健常児と盲幼児で は

大 きな差 は見 られ なか っ た 。

　ボ タ ン の 位置 とその 動作 の 獲得 に つ い て 、

「脇 ボ タ ン 」以 降の 7 項 目に お い て は保護者の

自由回答に 「経験 させ た こ とが ない 」 とい う回

答が 、 ど の 対象児 にお い て も少 な くとも 3 項 目

以上 はあ っ た 。

　Table 　3は、各項 目にお ける 未達成児の 生 活

年齢 を、健常児 の 60％ 通過年齢以 上、60％通過

年齢未満 に分け て示 した もの で あ る 。 60％通過

年齢に達 して い るが 未達成で あ っ た人数 は 「着

よ うとす る」 で 2 名 （10．5％）、 「帽子の 着脱

（完全 自立）」 3名 （15．8％ ）、 「靴 の 着脱 （
一

人

で は く）」 5 名 （26．3％）、「パ ン ツ をは く （
一

人で は ける）」 5 名 （26．3％）、「袖 を両方 と も

正 しく一人で とおす」 3 名 （15．8％ ）、 「前ボ タ

ン を一
人 で か ける」 6 名 （31．6％）、 「靴下の 着

脱 （完全 自立 ）Jl1 名 （57．9％）、 「靴 の 着脱

（留め 金 をとめ る）」 12名 （63．2％）、 「前 ス ナ ッ

プ を
一

人で かける」 7名 （36．8％ ）、「脇ボ タ ン」

14名 （73．7％ ）、「袖ロ ス ナ ッ プ」 7 名 （368 ％）、

「肩 ボ タ ン」 4 名 （21．1％ ）、「袖ロ ボ タ ン」 3

名 （15．8％ ）、「後 ス ナ ッ プ を
…

人 で か ける」 2

名 （10．5％ ）、「後ボ タ ン を
一

人で かける」 2 名

（10．5％ ）で あ り、 「靴 下の 着脱 （完全 自立）」、

「靴の 着脱 （留め金 をとめる）」、「脇ボ タ ン」の

3 項 目に お い て は 半数を超えて い た 。

　靴 下 に 関す る 保 護者 か ら の 自由 回 答で は 、

「は くこ と自体 は可能 であ っ て も、か か との 向

きが合 わせ られ なか っ た り、か か とが合 っ て い

ない こ とに は気付 くが 自分 で は修正 で きなか っ

た りす る」、「か か との 向きの 分 か りに くさを補

うため に、足首の ところ に ボ タ ン を付けるこ と

に よ っ て その ボ タ ン を手がか りに向 きを合 わせ

て は ける よ うに工 夫 して い る」 とい っ た 回答が

あ っ た 。 また 、 服 の着脱 に 関して は、「な るべ

くボ タ ン の 向きが分 か りやす い もの を選ぶ よ う

に して い る」、「前後が分 か りやすい よ うに ボ タ

ン等の 印を付ける」、「
一

度床に 向きを合 わせ て

広げた り手渡 した りする こと に よ っ て 方向が分

一 70 一
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Tabie　4　清潔領域 に おける未達成児の 人数

未達成

項 目 60％通過年齢

　 　以 上

60％通過年齢

　　未満

　 就寝前の 歯磨 き

　　うが い の 自立

　 　 　手 を洗 う

　 　 　 顔拭 き

　　食前の 手洗 い

石鹸を使 っ て手を洗う

　　　 顔洗 い

　　 鼻をか む

　 　 髪 を とか す

　　 朝の 歯磨 き

0（0．0）
4（21．1）
0（0．0）
7（36．8）
13（68．4）
0（0．0）
16（84．2）
16（84．2）
4（21．1）
10（52．6）

0（0．0）
0（0．0）
0（O．O）
0（0．0）
0（O．O）
0（O．O＞
0（0．0）
0（0．0）
0（O．O）
0（0，0）

人 （％）

か りやす い よ うに工 夫 して い る」 と い っ た 回答

が あ っ た 。 帽子 に つ い て は、「後ろ に リボ ンが

付 い て い る もの や 顎 にかける ゴ ム がある もの を

選ぶ よ うに し て い る 」 とい っ た 回答が あ っ た。

靴 に つ い て は、「靴紐 や留 め金 の な い 着脱 の 容

易 なもの を選ん で い る」 とい う回答もあ っ た一

方で 、「マ ジ ッ クテ
ープは方向が わか りやす く、

そ れ を貼 り剥 がす感覚が 盲幼児に と っ て楽し い

こ とか らマ ジ ッ ク テ ープ の 付 い て い る靴 の 着脱

は盲幼児が 自分で で きる」 と い っ た 回答が非常

に 多か っ た 。

　 3　 清潔領域に おける結果

　Fig．3は着脱衣領域 にお ける達 成人 数を示 し

た もの で ある 。 その 結 果 、 「就寝前の 歯磨 き」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20

人
数

8642086420

が 可能で ある対象児は全 19名中 19名、「うが い

の 自立」 15名 、 「手 を洗 う」19名 、 「顔拭 き」12

名、「食前の 手洗 い 」 6 名、「石鹸 を使っ て 手を

洗 う」19名、「顔洗 い 」 3名、「鼻をか む」 3 名、

「髪を とかす」15名、「朝 の 歯磨 き」 9 名で あ っ

た 。 Fig．3 中の 質問項 目はFig．1と同様 に健常児

の 60％通過年 齢の 低 い 順 に示 して い る こ とか

ら 、 健常児の 発達順序性に従 えば右の 項 目に な

るほ ど達成人数が徐 々 に 少な くなる。 しか し、

今回対象と した 盲幼児の 結果 は全体的に 凹凸が

あっ た 。 特 に 「食前の 手洗い 」、 「顔洗い 」、「鼻

をかむ」の 項 目にお け る達成人数 は 3 〜 6 人 と

少な くなっ て い た 。

　Table 　4 は 、各項目 にお ける未達成児の 生 活
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年齢 を、健常児の 60％通過年齢以 上、60％通過

年齢未満 に分 けて 示 した もの で ある 。 60％通過

年齢 に達 して い るが未達成で あ っ た人数は 「う

が い の 自立」で 4 名 （21．1％ ）、「顔拭 き」 7 名

（36．8％ ）、「食前の 手洗い 」13名 （68．4％）、「顔

洗い 」16名 （84．2％ ）、「鼻をか む」16名 （84，2％）、

「髪を とか す」 4 名 （21．1％ ）、「朝の 歯磨 き」10

名 （52．6％） で あ り、 「食前 の 手洗 い 」、 「顔 洗

い 」、 「鼻 をかむ」、 「朝の 歯磨 き」の 4 項 目にお

い て は 半数 を超 えて い た 。

　保護者か らの 自由 回答に は 、「顔全体を洗う

こ とが で きず口周辺 だ けに と どまる」、 「鼻をか

む動作 は難 しい が 、 押 さえて あ げる とで きる」、

「押 さえて あげて も鼻 をかめない 」、「朝の 歯磨

きは時間が な く、 保護者が手伝う」、 「歯ブ ラシ

を口 に入 れ て も磨 くた め に動か す こ とが理解で

きず、 くわえて い るだけ に とどま る」 とい っ た

回答 があ っ た 。 また、手洗 い に つ い て は 、「固

形石鹸、液体石鹸に関わ らず泡立 て る こ とが十

分にで きな い 」、 「手の 甲や 手首 は特 に石鹸の流

し残 しが多 い 」と い っ た 回答が あ っ た 。 髪をと

か す に つ い て は 、 「くしの 向 きを正 し く頭に合

わせ られ ない 」、「頭の 一部分 の み をとか す」 と

い っ た回答があ っ た 。

　 また 、 うが い の で きる対象児は 15名で あ っ た

が 、 で きる よ うに な っ た年齢 を尋ねた と こ ろ 、

3 歳 6 ヶ 月頃か ら 5 歳 5 ヶ 月頃で あ り、 健常児

と比較する と 1年半か ら 3 年の 遅れ が見 られて

い た 。 自由回答 に は 、 「口 に入れた水を飲 み込

まず に 出す と い うこ と自体が 理 解で きな い 」、

「うが い の 方法が わか らな い 」 とい っ た 回答が

あ っ た 。

】v 　考　察

　 1　 盲幼児に お ける食事領域の 発達的特徴 と

　　それを踏まえた指導の必要性

　食事領域 に 関す る 動作 の 大半が 健常児 と同様

の 順 に獲 得 され て い く傾 向が 見 られ た 中 で 、

「食前食後 の 挨拶 」の 獲得 に遅 れ を示 し、健常

児の 60％通過 年齢が 2 歳代の 「ス プ ーン と茶

碗」、 「
一人で 大体こ ぼ さず食べ る」の 達成人数

と同程度で あ っ た。食前食後の 挨拶は食事に関

わ っ て 直接的 に道具 を扱 うよ うな動作で は な

く、 それをする こ との 意味や 目的 を食事活動の

文脈 の 中で 他児や周囲 の 大人 の 様子 を見 なが ら

生活習慣 と して 自然 と理解 し、他児や周 囲の 大

人が 挨拶 をす る様子 を視覚的に模倣す る こ と に

よ っ て 動作 を獲 得す る もの で ある 。 こ の こ とか

ら、 視覚的模倣の で きな い 盲幼児に と っ て はそ

の 動作 を行 う意味理 解と動作イメ
ー

ジ の 両面 に

困難 さが ある ため他の 動作 と比較 して 獲得が 困

難で あっ た と考えられ る 。 また 、 こ れ ら の 動作

は家庭 における しつ けや 習慣等に よっ て異 なる

ため、 日常 的に経験 して い ない 場合 もある。そ

の こ とも達成人 数が少ない こ とに影響 を及ぼ し

て い る可能性 もある と考え られる 。

　
一方 、

コ ッ プの 使用 に関する動作は どの 対象

児 も比 較的容易に獲得 して い た 。 そ の 理 由 と し

て 、   コ ッ プ の 使用 は 「食前食後の 挨拶」の よ

うに動作の み の 日常生活動作で は な く道具を使

用 する こ と、  ス プ ーン の 使用等 とは異な り両

手で 左右対称 の 動作 をす る こ とか ら 、 動きをイ

メ ージ しや す い 動作で あ る こ とが 挙げ られ る 。

また 、 生 後 4 〜 5 ヶ 月頃か ら保護者と
一

緒に コ

ッ プ を使 用す る ため 日常的 に 身近な道具で あ

り、 か つ 「水分 を とる ため の 行為」 と して の 動

作で ある ため、そ の 目的 を視覚障害が あっ て も

体験 的に理 解 しや す い こ とが獲得 しや す い 動作

で あ っ た要 因 と考える 。

　また 、 盲幼児の 箸 へ の 理解や使用 に は困難さ

が見 られた 。 箸 は五指 を分離 して 、箸と茶碗 を

同時に使用す る ときに は 2 つ の 道具をそ れぞれ

の 手 で 協調 させ なが ら使う必要が あ り、 三次元

的 な空間の イ メ ージが 必要 とされ る動作で ある

こ とか ら、盲幼児に と っ て はその 動作 をイメ ー

ジする こ とが容易で は ない 。 また 、実際に指導

をする場合 、 直接的に手 をとっ て動 きの イ メ
ー

ジ を伝 える こ とは難 しい 。 また 、それ ま で の 発

達段 階にお い て使用 して い た ス プ ー ン やフ ’t−一

ク は 1 本 の みで 使用す る もの で あり、 2 本 を同

時 に使用す る箸 へ の 理 解は難 し く、その 結果箸

を持 たせ る と 1本の み を持 っ た り器 を叩 くな ど
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の 遊び 道具 と して 用 い た りして しまっ て い た 。

こ れ らの 箸に対する動作の イ メージ と指導、使

用す る 目的 ・方法の 理解 の 困難 さが 、 盲幼児の

箸 の 使用 における 自立の 遅れ と関連 して い る と

考えられ る 。 したが っ て、箸の 使用の 指導に お

い て は、盲幼児 の イ メ ージ しやす い 道具 を工 夫

し独 自の ス モ ール ス テ ッ プ を考えて 指導を行 う

こ とが重要 と考える 。

　 「ス プー
ン の 使用」で は 表裏の 分か りに くさ

が挙 げ られて い た 。 したが っ て 、 ス プ ーン の 導

入期 にお い て は握 っ て方向の わか りや す い 道具

を工 夫する こ とが効果的な指導で はない か と考

えられ る。なお 、表裏の 分か りに くさが盲幼児

に共通 した特徴で あるか ど うか に つ い て は、今

後更に検討する必要がある 。 また、ス プーン で

す くうこ と 自体が 困難で あっ た り、す くえて い

るか を視覚に よ っ て確認す るこ とが困難 で あ っ

た りするため 、利 き手で な い 方の 手 はす くえて

い るか ど うか 触 っ て確認する こ とに使用 し、茶

碗 を持ち 上 げ る こ とが で きて い な い 場 合が多

い 。 こ の 場合、ス プ
ーン で しっ か りとす くうこ

とを指導 目標 にお き、 茶碗を持ち上 げずに利き

手で ない 方の 手で茶碗 を机 に しっ か りと押 さえ

つ けてす くうと い う指導、そ の 工 夫 を し て の 自

立 を促して い る学校が あ っ た。 こ うした指導方

法を含め、 ス プーン の 使用 に関す る様 々 な指導

の 工 夫が され て い たが 、ス プ
ー

ン の 使用 に は 、

  表裏の 方向の 認識 と確認方法、  ス プ
ーン の

上 に食べ 物が 載 っ て い るか どうかの 認識 と確認

方法 、   載 っ て い る食べ もの を落 と さな い よ う

に ス プ ー ン を水平に保 っ て 口 まで 運ぶ 動作 とそ

の イ メ ージ、  お茶碗 とス プーン の 使用 におけ

る動作 の イ メ
ー

ジ と両 手の 協調的動 きの 獲得 な

ど 、 様 々 な要因が 影響 して お り、 こ うした観点

か ら視覚的模倣や視覚的フ ィ ー ドバ ッ ク なしに

その 動作 を獲得 して い く指導の順序性 と道具の

工 夫等 を含 め た 指導方法 の 開発 が 重要 と考え

る 。

　加えて 、食事全体を通 して食事に対す る意欲

が 日常生活動作の 獲得に影響 を及ぼ して い る こ

とが指摘され て い た こ とか ら、食が細 い 、 あ ま

り食事へ の 意欲が ない など、食事 自体 に課題が

ある盲幼児に対 しては、まず見えな い こ とに起

因す る 「予測 の つ か ない もの を口 に入れ る」 こ

とへ の 恐怖心 や不安感 を取 り除き、 食べ る こ と

へ の意欲 を促す指導が 最も重要で あ り、その こ

とが食事にお ける各動作 の 獲得へ とつ なが っ て

い くと考えられ る。一
方、単に様 々 なもの を食

べ させ て 体験 を量的に積 む こ とに よ っ て 慣れ さ

せる とい う視点か らの 指導 はかえ っ て拒否感や

意欲を低下 させ て しまうと考える 。 した が っ て、

一
つ ひ とつ の 食べ 物 の お い しさを盲幼児 自身が

実感 して 体験 する こ とを基盤 とし、新 しい 食べ

物 を 自ら食 べ よ うとする指導の あ り方 に つ い て

具体的に検討す る こ とが重要で あろ う。

　 2　 盲幼児にお ける着脱衣領域の発達的特徴

　　 とそれを踏 まえた指導の必要性

　 「靴下 の 着脱 （完全 自立）」、 「靴の 着脱 （留

め 金 を と め る）」 の 2 項 目 に お い て 谷 田 貝 ら

（2007）の 60％通過年齢と比較 して達成人数が

少 なか っ た 。 そ の 理 由と して、靴下 の 着脱や 靴

の 留め 金は手元か ら離れ た足先で行 う動作 であ

り、 こ の こ と自体が盲幼児 に と っ て動作 の イ メ

ージ を しに くい こ と 、 靴下 はボ タ ン 等をか けた

りする動作 とは異 なり動作や 方向が は っ きりと

イ メ
ー

ジ しづ らい こ とが挙 げ られる 。 また 、 靴

下の か か との 位置 を合 わせ る こ とが難 しい 理由

と して 、 健常児の 場合はそ の 動作が うまくで き

たか どうかを視覚的に確認 し修正する こ とが可

能で ある の に対 し、 盲幼児は 自分の 動作を視覚

的 に確認で きない ため に動作の イメージ化が 難

しい こ とが挙げられ る 。 こ う した盲幼児特有の

困難さが 、谷 田貝 らの 健常児に お ける結果 と の

差が大 き く生 じた背景 と考 え られる 。 こ れ らの

困難さ を補 うため に、足首 の とこ ろ に ボ タ ンを

つ ける な ど方向を触覚に よ っ て確認する こ と の

で きる 手がか りを工 夫す る こ とが 重要 と考え

る 。 以上の こ とか ら 、 こ れ らの 動作の 獲得につ

い て は、健常児の 発達段階 に盲幼児を当て は め

て 指導する の で は な く、盲幼児 の 発達の 特徴 に

応 じ、適切 な時期 に丁寧な指導 を行 うこ とが必

要 であ る、
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一

方、「前 ス ナ ッ プ を
一

人で か ける」項 目に

つ い て は達成人数が比較的多か っ た 。 その 理由

として 、 前ス ナ ッ プをか ける とい う動作 は 自分

の 胸元 で行うもの で あるた め盲幼児に とっ て も

イメ ージ しやす い 動作 である こ と 、 凹凸 を合わ

せ て はめ込むため触運動感覚 に よ る動作の 成否

の フ ィ
ー ドバ ッ クが明確で ある こ と、健常 児の

場合 に もス ナ ッ プ をか け る際に は主に触運動感

覚を用 い て行 うような動作で あるた め用い る感

覚が 盲幼児 とあ まり差 が な い こ とが 考え られ

る 。

　また 、服の 様 々 な位置に付 い て い る ボ タ ン の

経験が な い 対象児が多か っ た背景と して、なる

べ く自分で 着脱で きる ような服 とい う視点で保

護者 が洋服 を購入 して い た 。 「脇 ボ タ ン」 は盲

幼 児に とっ て特 に獲得が難 しい 動作 で あ っ た 。

そ の 理 由 と し て 、 胸元 の ボ タ ン と異な り身体座

標軸 を90度回転 させ た位置 にあ り、視覚的 フ ィ

ー
ドバ ッ クが な い 状況でそれ をイ メージす る こ

とは非常に難 し い と考え られ る 。 また 、 位置が

脇で ある の で 正 中線上 で は動作がで きず 、 片手

は正 中線を交差 させ て 行わ な くて は な らな い 動

作で ある と い う点にお い て も、視覚的情報 の 欠

如 し て い る盲幼児 に と っ て は獲得が 困難な動作

で ある と考えられ る 。 加 えて 、肩ボ タ ン は肘関

節を屈曲させ 、手の ひ ら の 向きを上 方に して 行

う動作で ある の に対 して 、 脇ボ タ ン は肘 関節 を

伸展 させ 、手の ひ らの 向きを下方 に し て 行 う動

作で あ る こ とか ら、軸 を回転 させ て 動作 をイメ

ージ しなけれ ば な らない 動作 で ある 。 「脇 ボ タ

ン 」 の よ うに 健常児 に と っ て は前 ボタ ン をか け

る こ とと大 きな差 の ない 段階で 獲得する項目で

あっ て も、盲幼児に とっ て は難易度が異な る こ

とがある 。 したが っ て 、  服の 着脱の 動作とボ

タ ン の 操作の 指導を最初は分 けて 行い 、   着脱

が容易 な服 を用い て 確実に その 動作 を獲得で き

る よ うに指導 を行 う、   ボ タ ン の 操作は着衣枠

等の 教材 を活用 する な ど 、 きめ 細 か く動作 の イ

メ ージの 定着 を はか り、 その 上 で 、  実 際に 自

分の 着 て い る服で 着脱 とボ タ ン操作を同時に行

うとい っ た、系統的 ・段階的な指導を行うこ と

が 重要 で ある と考える。一
方、「前ボ タ ン 」の

達成人数が比較的多か っ た理由 と して 、 ボ タ ン

の 向 きが分か りやす い こ と、 お よび ボタ ンが前

に付 い て い る服は パ ジャ マ な ど日常生活にお い

て 経験す る機会が多 い こ とが考 えられ る 。 加 え

て 、「服 の 前 後が分 か りやす い よ うに ボタ ン等

の 印をつ ける」、「服 を床 に向 きを合 わせて広 げ

た り手渡 した りする」 とい っ た工 夫に よ っ て方

向を確認 し、 両方の 袖を正 し く
一

人で通す こ と

が で きる 盲幼児 もい た 。 加 えて 着 衣の 際に は 、

向きを確認 して着始め た はずで あ っ て も、着て

い る途中に回転 して しま うなど方向が変わ っ て

しまうこ とが 実際の 生活場面に おい て しば しば

観察 されたこ とか ら、指導の際には
一

度床に広

げ て じっ くりと服 を触らせ 、首や 腕 を通す場所

を確認し、服の 形 をイ メージ させ る こ とが 必要

で ある と考 え られ る 。 また 、 特定の ボ タ ン で は

可 能で あ っ て も大 きさ や 形状、つ い て い る位 置

が変わ ると扱 う向 きも異 な り困難となる場合は

多 い 、 こ の ため、着衣枠等の 教材を通 して ボ タ

ン のか け方、外し方を確実に身に つ けて か ら実

際 の 服で練習 させ る とい う配慮 も指導にお い て

は重要で ある と考える 。

　帽子の 着脱 にお い て は 、
つ ばがあ る帽子 は向

きを合わせ て かぶ る こ とがで きるが 、麦わ ら帽

子 の ような帽子は前後がわか りに くい 。 そ の 場

合、後ろ に リボ ン が 付い て い る もの や 顎にか け

る ゴ ム が ある もの を選ぶ など 、 向きを把握 しや

す い 工 夫が 重要 と考える。

　靴の 着脱 に関 して は、靴紐や留め 金の な い 靴

の 着脱が容易で ある こ とか ら、初期の 段階で は

そ うした もの を選ぶ こ とが適切 と考 え られ る 。

また、マ ジ ッ ク テ ープが付 い た靴 はそれが 手が

か りと なっ て 方向が分か りや す い とい う回答が

あ っ た こ とか ら、指先で方向 を識別で きる よ う

な特別な配慮が重要で ある と考え られ る。

　 3　 盲幼児に お け る清潔領域の発達的特徴 と

　　 それ を踏 まえた指導の必要性

　清潔領域 の 結果は、グ ラ フ が全体的に 凹凸で

ある こ とに象徴され る よ うに 、 健常児の 獲得 の

順序性 ・難易性 とは異な り、 盲幼児 に と っ て視
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覚 障害の 影響 を特 に受けやす い 領域で あ り、そ

の た め 個人 差 も生 じや す い 領域 で あ る と考え

る 。 したが っ て 、 日常生 活動作 の 中で も特 に清

潔領域 の指導は、視 覚障害の 特性 に 配慮 して指

導する こ とが 重要で ある と考えられる 。

　清潔領域 の 中で も「食前の 手洗 い 」、「顔洗い 」、

「鼻 をかむ」 は達成 人数が少 な く、特 に獲得が

困難な動作で あ っ た 。 「食前 の 手洗 い 」が盲幼

児 に と っ て獲得困難である理 由として、食事領

域 の 「食前食後の 挨拶」と同様に、生活の 文脈

の 中で 他児や 大人の 行動を視覚的に確認 ・模倣

しなが ら食事 と手洗 い を結 び付けてそれをす る

こ との 意味や 目的を理 解す る こ とに よ り獲得す

る 生活習慣 に 関わる動作 で あ り、 視覚的模倣の

で きな い 盲幼児に とっ て活動の 意 味づ けが難 し

い と考えられ る 。 「顔洗 い 」 に つ い て は、第一

に 、 盲幼 児に とっ て 水 を手で こ ぼ さずにす くう

と い うこ との 困難さが そ の 理由 として 挙げ られ

る 。 また、顔全体を洗 うとい うこ とがで きない

た め に多 くは 口周辺 だけに とどまる傾向があ っ

た 。 健常児の 場合に は、大人が顔全体を洗 っ て

い る様子 を視覚的に模倣す る こ とで 自然 と顔全

体 を洗える よ うに なるが、盲幼児は視覚的模倣

がで きな い ため に 、 顔全体を洗 うとい う動作 を

イメ
ー

ジする こ とが難 しい と考え られ る。こ の

よ うに、「顔洗い 」 とい う一
つ の 動作 におい て

も、 手 を少 し くぼ め て水をため る こ とや 、 顔全

体に水をか けなが らこ する こ とな ど、視覚的模

倣が 困難な こ とが健常児 よ りも達成が 遅 れ る要

因 とな っ て い る 。 また 、「鼻をか む」 に つ い て

は 、大 人が押 さえる と可能 な盲幼児 もい れ ば、

押 さえて も鼻息を出す こ とに よ り鼻水 も出す こ

とが理解で きな い とい う盲幼児 もい た 。 鼻水が

出れば そ れ を 自ら テ ィ ッ シ ュ で拭 い た りす る こ

とは で きて も 、 鼻の 中に溜 まっ て い る状態の 鼻

水をか むこ とへ の 理解 は 困難で あ る と同時 に 、

鼻 をかむ動作 を視覚的に模倣する こ ともで きな

い ため 、 獲得が非常 に難 しい と考え られ る 。

　 「食前の 手洗 い 」、 「顔洗 い 」、「鼻をか む」 の

3項 目が 困難で ある理 由に共通 して い る の は 視

覚的情報 と視覚的模倣の 欠如に伴 う動作の イメ

一ジお よび獲得 の 難 しさにある 。 加 えて 「朝の

歯磨き」は家庭に よ りそ の 習慣が な い 場合 もあ

っ た が 、 保護者が忙 し い 時間帯に朝の 歯磨 きを

任せ られ るほ ど盲幼児の 歯磨 きの 技術が 自立 し

た もの で な い ため 、 保護者が 最初か ら行 っ て し

まっ て い た場合 もあ っ た。こ れ らの こ とを踏 ま

え、指導場 面にお い て は盲幼児の 手を取 り動作

を じっ くりと体験 させ なが ら 、 各動作 の 意味付

け も伝 えて い くこ とが重要 で あ る 。 谷 田貝 ら

（2007） に よ る と 、 虫歯 へ の 配慮等か ら就寝前

の 歯磨きの 習慣 は 1歳 0 ヶ 月か ら 1 歳 6 ヶ 月の

間に定着す る こ とに対 して、朝の 歯磨きが 習慣

化す る の は 4 歳 0 ヶ 月か ら 4 歳 6 ヶ 月 と大 きな

差が 見られ た 。 その 傾向は本研究の 対象 とな っ

た盲幼 児にお い て も顕著に見 られ た 。

　 うが い につ い て は 、 口 に入れ た水を飲み 込ま

ずに 出す と い うこ と自体が 理解で きて い なか っ

た り、うが い の 方法が わか らなか っ た りする な

ど、五 十嵐 （1993）の指摘する模倣の 欠如によ

る発達へ の 影響が 現れ て い た 。 達成人数 は15名

と多か っ たが 、 で きる よ うにな っ た年齢は 3歳

6 ヶ 月頃か ら 5 歳 5 ヶ 月 頃で あ り、健常児 と比

較す る と 1 年半か ら 3 年の 遅 れが 見 られ て い た

こ とか ら、盲幼児 に と っ て獲得困難な 日常生活

動作 とい えよう。 また 、 4 歳前後が 盲幼児の う

が い 動作の獲得期 の 目安 とで きる の で は ない か

と考 え られ る 。

一
方、脳腫瘍 に よ り 3 歳前後で

失明 した盲幼児 3 名の 中に は、失明以前 にうが

い を獲得 して い た対象児や 、失明 以 前の うが い

動作 に対す る視経験か ら、他の 対象児よ りも早

い 3歳前後の 段 階で うが い 動作 を獲得 した対象

児が い た 。 こ の こ とか ら、視覚表象の 有無の 境

界年齢に つ い て は 5〜 6歳 とされ て い る （佐藤，

1974）が、 日常生活動作の 獲得 に関 して は 、 数

年の 視経験で あ っ て も大 きな影響がある こ とが

示唆 される 。 こ の 点に つ い て は今後 、 さ らに検

討 して い くこ とが 重要で ある 。

　 「手を洗 う」に つ い て は風邪 へ の 考慮もあ り、

ほ と ん どの 対象児が 日常的に石鹸を使用 して い

た 。 しか し 、 泡立て る こ とが十分に で きない 、

手の 甲や手首は特に石鹸の流 し残 しが多 い 傾向
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が見 られ た 。 したが っ て 、 触覚で は わか りに く

い 泡立て の 感覚や残 さず洗 い 流す動作に つ い て

手を とっ た丁寧な指導 とこ とば に よる意味づ け

が重要 と考える 。

　 「髪 をとか す」に つ い て は比 較的多くの 盲幼

児が可 能で あっ た 。 これ は、  道具 を用 い て 直

接 自分の 体 に働 きかけ る点や 、   くしを動かす

向 きが上下 の み で あ り身体 とい う輪郭に沿 っ て

手を動かす ため 、 その イメ ージを把握 しや す い

とい う点が 関係し て い る と考 える 。 しか し、 く

しの 向きを正 しく頭 に合 わせ られない 、頭 の
一

部分の み を とかす とい う回答も多 く得られ た こ

とか ら、こ の点が指導上 の留意点で ある と考え

る 。

　清潔に関す る 日常生活動作の 多 くが 、 道具を

用 い ず動作そ の もの を模倣 しなけれ ばな らない

とい う特徴がある ため 、視覚障害 に よ る 特有の

困難 さを示す領域 であ る と考えられ る。そ の た

め 、

一つ ひ とつ の 動作に つ い て 実際 に手 を取 り

なが ら丁 寧に指導する こ とが重 要で ある 。 同時

にそ の 動作の 意味を生活の 中で 実感する こ と の

で きる配慮が重要で あろ う。 また 、 健常児 の 達

成年齢 と比較す る とその 獲得 に数年の 遅れ を示

す動作 もあ る こ とか ら、 健常児 と同 じ時期に達

成で きる こ とを 目標 とする の で は な く、 個 々 の

盲幼児 の 発達 の 状 態に応 じ て 適 した時期 を見極

め、指導 をす る必要が ある。

V 　結　論

　本研究で は 、 視覚障害児にお い て特に遅れ が

指摘 され て い る 「食事」、「着脱衣」、「清潔」に

焦点をあて 、盲幼児 の 日常生活動作の 発達的特

徴 を検討 した 。 そ の 結果、盲幼児に とっ て 獲得

が容易 な動作 と困難な動作が ある こ とが 明 らか

に な り、健常児の 発達過程 とは異なる過程 を示

すこ とが 示唆され た 。 その 背景要因には 、   視

覚に よ らずと も動作が イメ ー
ジ しや すい か どう

か 、   視覚 に よ らず とも動作の 生活場面に お け

る意味 ・目的が理解 しや す い か どうか 、  家庭

にお ける しつ けや 習慣等の 面 にお い て 日常 的に

経験 して い るか どうか とい う点に集約 され る と

考 える 。 動作の イメ ージ化 につ い て は 、   コ ッ

プの使用の よ うに道具 を使用 する動作や 、   く

しの 使用の よ うに身体 とい う具体 ・固定的な物

に働 きか ける動作 、   コ ッ プの ように左 右対称

の 動作 の獲得 は 容易で ある 。

一
方で 、   箸 の 使

用 など左右 非対象の 動 きで 手指 を分離 した動 き

の 動作や 、   食前食後 の挨拶や 食事前の 手洗 い

な ど道具 を用 い ずに動 きその もの をイメ ージ し

なければならな い 特徴を もつ 動作の獲得は困難

で あ っ た 。 い ずれ も、視覚的に動作模倣が で き

な い こ とが 大 きく影響を して い る と考 える 。 さ

らに 、
コ ッ プ の ように道具の 形状が明確 な動作

に比 して 、靴やボタン、着衣の ように形状が変

化す る動作の 獲得が 困難で あ っ た 。 また、食前

食後の 挨拶や 食事前の 手洗い な どは 、 それ をす

るこ との 意味や 目的 を食事活動の 文脈の中で他

児や 周囲 の 大人 の 様子 を見 なが ら生活習慣 と し

て 自然 と理解する もの で あ り、 い わば文化的背

景 に意味づ け され た習慣 とい うこ とが で きる 。

こ うした動作 は、盲幼児に とっ てそ の 意味理解

が可 能とな る工 夫や配慮が重要 と考 える 。 また 、

家庭 にお け る しつ けや 習慣等に 伴 う経験 も日常

生活動作 の 獲得 に影響す る こ とか ら、家庭に お

ける生活習慣 の 状況 を把握 し、指導する と い う

観点 も重要で ある。

　以 上 の 点を鑑 み、盲幼児の 日常生活動作の 指

導 にお い て は、健常児 とは異なる盲幼児の 獲得

過程 の 特徴お よび、個 々 の 盲幼児の 発達の 状態

の 視点か ら、適切 な指導の 時期 を把握す る こ と

が重要 で ある 。 また 、 実際の 指導にお い て は 、

生 活の 中で の 単純 な反復経験に よる ス キ ル 獲得

と い う視点か ら の 指導 と併せ て 、 その 動作に お

ける 盲幼児 の 獲得の 困難の 背景要因に 基 づ く指

導法の 工 夫お よび、文化的背景を伴う習慣に つ

い て は視覚障害児が その 動作の 意味を理解 し納

得 して行 うこ と の で きる配慮をす る こ とが重要

で ある。 す なわち 、 健常児 とは異なる発達過程

と困難 さ の 特性 か ら、一
つ ひ とつ の 日常生活動

作 に必要 なレ デ ィ ネス を把握 し、そ の 動作の 課

題分析 に基づ く手立て の 工 夫が 、盲幼児の 日常

生活動作 の指導 におい て重要で ある と考える 。
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Developmental characteristics  of  actiyity  of  daily living in children  with  blindness

Erika MASUMI'  and  Tsuyoshi  SASHIMA"'

  It is pointed out  that children  with  blindness have developmental delay ofobtaining  activity ofdaily

living because it is difficult for them  to imitate others  visually,

  The  purpose ofthis  study  was  to clarify  developmental characteristics  of  activity  of  daily living in

infants who  are blind. The  subjects  were  19 parents of  children  with  blindness who  were  enrolled  in

pre-school class  at  a school  for the  blind.

  The results  ofthis  study  were  sumrriarized  as fo11ews: 1) Characteristics ofdevelopmenta1  process in

children  with  blindness were  different from sighted  children.  2) It was  easy  to acquire  the concrete  ac-

tivity such  as understanding  the direetion ofa  cup  which  was  moved.  3) It was  difficult to acquire  the

activity without  tools which  requires  understanding  the direction of  a  moyement  such  as washing  one's

face. 4) It was  also  difficult to understand  the situation  and  the proper meaning  of saying  oneas  greet-

ings before and  after  they  eating whish  requires  them  to imitate others.

  The  results  showed  that it is important to adapt  instmction based on  the childas  developmental

process and  instmct each  activity by taking their hands.

Key  words:  children  with  blindness, activity  ofdaily  living, developmental characteristics
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